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軽減税率制度への対応 

2019 年 10 月 1 日から、消費税率の引き上げと軽減税率制度が開始されますが、本教材においては以下のような対応

を行なっています。（あくまでも１つのサンプルをしてとらえて下さい） 

 

■ 消費税マスタに新税率を追加 

「補助マスタメンテナンス／管理マスタメンテナンス／F7 消費税ボタン」で、新税率（10%）と軽減税率（8%）の行を追加 

しました。適用年月日を「2019/10/01」としていますので、伝票日付がそれ以前の場合は現行の税率、それ以降の場 

合は、新税率が適用されることになります。 

  
 

 

■ 商品マスタに軽減税率の課税区分を追加 

「基本マスタメンテナンス／商品マスタメンテナンス／F5 修正ボタン」で、「課税区分」の項目を追加しました。 

「課税(通常)／課税（軽減）」のどちらかを設定して下さい。 

  
 

製品付属のデモデータでは、商品コードが「7」で始まる

商品が、軽減税率対象の商品になっています。 
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■ 伝票入力画面において、明細行に軽減税率の課税区分を追加 （見積伝票／受注伝票／売上伝票） 

各伝票の明細行の備考欄に、「課税区分」の項目を追加しました。 

ここで、「課税(通常)または、課税(軽減)」を選択します。初期値は、商品マスタで設定した課税区分の値です。 

 

 

  
 

 

■ 伝票入力画面において、「新税率を適用する」かどうかのチェックボックスを追加 

新税率は「2019/10/01」から適用されますが、例えば「2019/09」に見積書を提出する際、新税率で見積もって欲しい

という要望もあるかと思います。それに対応するため、「新税率を適用する」というチェックボックスを追加しました。 

 

 

  
  

＜売上伝票入力の例＞ 

＜見積伝票入力の例＞

ここにチェックを入れると、伝票日付

が「2019/10/01」以前であっても、 

新税率が適用されます。 

※伝票日付が「2019/10/01」以降の

場合は、このチェックボックスは表

示されません。 

伝票日付が「2019/10/01」以降の場合は、

新税率が適用されます。また、軽減税率も

適用されます。 

伝票日付は、「2019/09/30」

課税区分 
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■ 帳票の明細行に、課税区分を印刷 

 帳票の明細行の備考欄に、課税区分と税率（%）を印刷するようにしました。 

 

 

  
  

＜見積書の例＞
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■ 請求書は、区分記載方式での印刷に対応 

 

 

 

 

 

 

 

 請求書は、この様式で印刷できるようにしました。 

 

 

  

  
  

 

区分記載方式とは、 

１．各商品が、軽減税率の対象商品であるかどうかが判断できる 

２．税率ごとに合計した金額が分かる 

という様式のことを言います。 

＜請求書＞ 

※ インボイス制度への対応（請求書等に請求先の登録番号を記載する）については、現時点でまだ詳細が公表 

されていないため、対応しておりません。インボイス制度の正式開始は、2023/10/01 とされています。 

区分記載方式


